
もしあなたが市税を滞納してしまうと 

～期限内の納付をお願いします～ 
 税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を担っています。福祉や教育、道路整備な

ど、様々な事業を進めるうえで、非常に大切な財源です。 

 市税を滞納することは、納期内に納税している大多数の市民との公平性を欠くことになります。また、市の

財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになります。このため、市では大多数の納期内納税者の代弁

者として、「滞納は許さない」を合言葉に、毅然とした態度で、滞納処分(財産差押)に取り組んでいます。 

なお、市税を滞納していると結婚新生活支援助成金等の申請を受け付けることができない事業もあるため、

支援制度の要望がある方は尚のこと滞納のない納税をお願いします。 
 

  納付・相談に応じない人には滞納処分により強制的に徴収します  

 支払能力があるにも関わらず、遊興費・借金や住宅ローンの返済などを優先し、納税いただけない人などが

滞納処分(財産差押)の対象となります。 

大多数の納期限内納税者の代弁者として、今まで以上に滞納者に対する「財産調査」を徹底して行って

いきます。 

主な滞納処分(財産差押)の取組 
○ 住宅ローン返済優先者に対しては、不動産を差押し、公売します。 

○ 給与所得者に対しては、勤務先に給与照会を行ったうえで、給与差押をします。 

○ その他預金、生命保険、国税還付金、売掛金などの差押をします。 

          滞納処分に関するよくある Q＆A                

Q1. 事前に連絡もなく、預金を差押されました。い

つ差押するか連絡はもらえないのですか？ 

A1. 「いつ差押を執行します」と連絡することはあ

りません。税金は納期限内に納付いただくのが

原則です。 

納期限を過ぎても納付がない人には督促状を発

送します。「督促状発送日から 10日を経過した

ときは差押しなければならない」と法律に明記

されています。また督促状以外にも、催告書な

どにより再三納税の催告をしております。市役

所からの通知は必ず確認してください。 

Q2. 勤務先に給与照会がきて、勤務先に滞納がある

ことが知られてしまいました。プライバシーの

侵害ではないですか？ 

A2. 税金を滞納している人に対しては、市は法律に

基づいて、全ての財産について調査する権限を

持っています。調査を受けた勤務先・金融機関

等はその調査に協力しなければなりません。ま

た、個人情報保護法に抵触することはありませ

ん。 

Q3. 分割納付しているのに事前に連絡もなく差押

をされました。何故ですか？ 

A3. 分割納付は、やむを得ない事情により納期限内

に納付が難しい人への一時的な措置です。財産

調査の結果、納税する資力が十分あると判断し

た場合、給与、預貯金、生命保険等の差押を執

行しています。また、納税の担保として不動産

を差押することも強化しています。 

Q4. 住宅ローンがあって納税できません。どうした

らよいでしょうか？ 

A4. 納税は国民の義務であり、税金は全ての債務に

優先すると法律に定められています。住宅ロー

ンがあるため納税できないというのは理由にな

りません。 

Q5. 納期限日を過ぎて納付したため、延滞金納付書

が届きました。納付しなければなりませんか？ 

A5. 税金は納期限内納付が原則であり、納期限内に

納付している人との公平性を保つため、延滞金

を納付していただくことになります。なお、延

滞金を納付いただけない場合も、滞納処分(財産

差押)の対象となります。 
 

    納税が困難な人は、一人で悩まず放置せず、早めに相談を    
 災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業等のやむを得ない事情や、多重債務などにより市

税の納期ごとの納付が困難な場合は、一人で悩まず、放置せずに早めにご相談ください。 

一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。 

まずは、納付できない理由をお聞かせください。 
 
 
 

 


